
 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：社会科学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                 

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した  2021 年 １0 月  会議名：社会科学総合学術院教授会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 
☒設定している ⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2022 年 12 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

社会科学部では、卒業時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。  

学修成果 1 社会科学の基礎的理解①：未知の問題や将来の危機に対して、豊かな感性による洞察力、多様な価値観の理解力、問題発見力を身につけている。  

学修成果 2 社会科学の基礎的理解②：確かな現実認識と社会の本質を理解する分析能力を身につけている。  

学修成果 3 学際性：多領域の知を結集した問題解決能力と社会を切り拓く社会構想力を身につけている。  

学修成果 4 臨床性：理論と実践、思考と行動を往還しながら、矛盾や葛藤を自らが乗り越える主体的な自己修正力を身につけている。  

学修成果 5 国際性：多様な国、言語、価値、利害関係を背景とする主体とコミュニケーションできる国際的な表現力と協働力を身につけている。  

 

 



 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

カリキュラム 

 

2024 年度 AWADE を導入 カリキュラム上の必要性の検討によ

る。 

入試制度の変更 

 

2024 年度 全国自己推薦入学試験の出願資格における英語外部検定

試験の必須化 

学部理念の一つである「国際化」に対応

するため。 

入試制度の変更 

 

2023 年度 外国学生入試における英語外部検定試験を TOEFL に単

一化 

書類評価における公平性を保つため 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 
☐設定している ⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☒設定していない 2022 年 10~11 月 設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☐学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☐学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☐測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☐明示していない    年  月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

別紙のとおり検討中 



 

                     

箇所名：社会科学部 

 

アセスメント・ポリシーの検討状況の中間報告書 

 

◆明示している学修成果 

社会科学部では、卒業時に身に着けておくべき能力を以下のように定める。 

学修成果 1 社会科学の基礎的理解①：未知の問題や将来の危機に対して、豊かな感性による洞察力、多様な価値観の理解力、問題発見力を身につけている。 

学修成果 2 社会科学の基礎的理解②：確かな現実認識と社会の本質を理解する分析能力を身につけている。 

学修成果 3 学際性：多領域の知を結集した問題解決能力と社会を切り拓く社会構想力を身につけている。 

学修成果 4 臨床性：理論と実践、思考と行動を往還しながら、矛盾や葛藤を自らが乗り越える主体的な自己修正力を身につけている。 

学修成果 5 国際性：多様な国、言語、価値、利害関係を背景とする主体とコミュニケーションできる国際的な表現力と協働力を身につけている。 

 

◆学修成果の測定方法と課題 

 

・学修成果を測定するツールとして、社会科学部独自の「学際教育ルーブリック」を新たに設定する。ディプロマ・ポリシーをもとに評価指標と達成度を定義

し、学生による自己評価と、ゼミナール担当教員による直接評価を重ねることで、学生、教員、学部それぞれの効果創出をめざす。 

 

(1) 学際教育ルーブリックの構成 

① 指標評価 

ディプロマ・ポリシーから導出される複数の評価指標に対して、入学レベル、中途レベル、学士取得レベル、突出レベルの 4 段階に分けて達成度を測定

する。 

 

② 定性評価 

指標評価の裏付けとなる評価コメントや、今後に向けたフィードバックを適宜記載する。 

 

別紙 



 

 

 

 

(2) 測定手順・測定時期 

① 学生は、1 年次のラーニング・コミュニティにて学際ルーブリックの使用方法を学ぶ。 

② 学生は、１年次～４年次の学期始・学期末に間接評価（自己評価）を行う。 

③ ゼミナール担当教員は、2 年次～4 年次の学年末にゼミナール等での取り組みをもとに直接評価を行う。 

 

   以上を踏まえ、知識集約型社会を支える人材育成事業「インテンシブ教育プログラム」補助金事業の一環で学際教育ルーブリックを試行導入した。 

2022 年 1 月にゼミナール担当教員・履修学生の評価を実施、2022 年 4 月に全学生の評価を実施した。 

 

(3) 継続検討事項 

① 本学部のゼミナールは社会問題/アプローチベースのいわゆる学際的な領域から、ディシプリンベースの専門性を重視する領域まで、多種多様な構成で



 

ある。すべてのゼミナールでルーブリックの全指標を使用するか、あるいは指標や目標達成度をゼミナールごとに選択しうるものとするか等、今回の試

行導入を通じて検証する。 

ゼミナールを履修していない学生については、アセスメント・ポリシーの設定要否も含め、科目積み上げによる直接評価、あるいはインタビューその他

による間接評価を視野に今後継続的に検討する。 

② 試行導入した学際教育ルーブリックは４段階で設定したが、外部専門家等から５段階評価が望ましい旨の指摘があるため、評価段階の設定を見直す必要

がある。 

③ 成績・GPA の活用も検討課題である。当学部は学際的なカリキュラムを特色としており、学生の興味関心に応じた自由度の高いカリキュラム体系であ

る。そのため、各科目の成績・GPA と各学修成果との関連性の示し方を検討する必要がある。一案として、学生の履修指針として設定しているアカデミ

ックカテゴリーの活用が考えられる。 

 

  



 

(4) 改訂版ルーブリック検討案 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 


